
　

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
式

典
が
11
月
20
日
、
東
京
千
代
田
区
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ

れ
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
長
島

町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

自
治
体
の
運
営
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
た
地
方
自
治
法
の
施
行
か
ら

70
周
年
を
記
念
し
た
こ
の
式
典
に

は
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
や
安
倍

晋
三
首
相
、
自
治
体
関
係
者
ら
約

３
５
０
０
人
が
参
加
。
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
が
御
臨
席
さ
れ
、
東
京
消
防

庁
音
楽
隊
に
よ
る
国
歌
吹
奏
や
総
務

大
臣
に
よ
る
式
辞
の
後
、
地
方
自
治

功
労
者
の
団
体
表
彰
を
本
町
が
授
か

り
ま
し
た
。

　

本
町
は
『
夢
と
活
力
が
あ
り　

住

民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る　

福

祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
』
を
基

本
理
念
に
掲
げ
、
九
州
内
の
町
村
で

は
初
と
な
る
福
祉
事
務
所
の
開
設

や
、
町
民
と
協
働
で
沿
道
を
石
積
み

花
壇
な
ど
で
彩
る
「
ぐ
る
っ
と
一
周

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り
」
事
業
、

農
業
・
水
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

や
婚
活
・
出
産
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
な
ど
を
推
進
す
る
地
方
創
生
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
特
色
あ
る
施
策
を
、
地

域
と
と
も
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

式
典
で
は
、
国
会
（
立
法
府
）、

内
閣
（
行
政
府
）、最
高
裁
判
所
（
司

法
府
）
の
代
表
者
が
祝
辞
を
述
べ
、

安
倍
首
相
は
「
地
域
の
活
力
な
く
し

て
日
本
の
活
力
は
な
い
。
国
と
自
治

体
は
力
を
合
わ
せ
て
未
来
を
開
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
「
地
方
自
治
法
70
年

の
歴
史
と
展
望
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
開
か
れ
、
人
口
が
減
少
す

る
社
会
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
ま
し

た
。

　

地
方
自
治
法
は
憲
法
と
同
じ
昭
和

22
年
５
月
３
日
に
施
行
さ
れ
、
自
分

た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
自
分
た
ち
が

責
任
を
も
っ
て
行
お
う
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

や
す
い
環
境
で
、
地
方
公
共
団
体
独

自
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
そ

の
地
域
に
密
着
し
た
政
治
を
行
え
る

の
が
地
方
自
治
で
す
。

　

同
法
に
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町

村
の
組
織
と
運
営
の
基
本
、
国
と
自

治
体
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

町民と協働のまちづくりが認められる

長
島
町
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

天皇、皇后両陛下が御臨席された記念式典（写真提供：共同通信社）
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